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平成22年度 第2回 大阪府河川整備委員会　議事概要
日　時：平成２２年6月2９日（火）10:00～12:00

場　所：大阪赤十字会館４階４０１会議室　

出　席：山下委員長、多々納委員、中川委員、中嶋委員、弘本委員、堀委員、前迫委員、道奥委員、
宮本委員、橋下知事、井上都市整備部長他
概　要：　〔以下、○委員質疑　●知事発言〕
治水目標と治水手法
【全般】
· 個別河川については秋以降に審議するが、槇尾川は地元住民を待たせているので、至急判断する必要があることを理解いただきたい。

· 治水目標の設定は65ﾐﾘとして整理。治水手法の選定は各手法について次回再審議。
· 治水目標については、費用効果分析の妥当性や様々な治水手法の組み合わせを検討し、フィードバックして決定するべきである。

· まちづくりや家の建て方により被害が軽減できるため、都市計画との連携を議論すべき。
· 治水手法比較は単なるコストだけではなく、実現までの時間と実現しやすさを考慮して判断すべき。
· 安威川は1/100までの対策は必須。ただ、利水撤退によりダム高が課題。コスト面では悩んでいるので、今後審議してほしい。

【シミュレーションの再現性】
○ シミュレーション上は上流部はH7.7 降雨で被害が発生しているが、実際の現地聞き取り調査結果

と整合していないことに疑問あり。現地で確認すべき。
○ 雨のデータが少ないことやシミュレーションには限界があることを理解すべき。槇尾川は急流河川なので、河川が浸食されて家屋が崩壊することも考えられる。
○ 十分危険性が感じられることを現地で感じた。
○ シミュレーションの精度の議論は限界。
【治水目標の設定】

· 評価指標として効果－費用は現在価値化したらマイナスになる事業を実施することは府民に対して説明責任を果たせない。また、治水目標の設定は治水施設としての器（従来の河道設計）の決定ではなく、堤防強化を含む局所的対応や家屋のかさ上げなど、様々な対策の組み合わせで対応するものである。
· 治水目標の設定として治水施設としての器を決定するものと理解。
· 堤防強化など超過降雨対策と治水施設としての器と一緒にすべきではない。
· 治水目標の設定は必要であるが、治水と環境とのバランスを考慮して設定すべき。
【全体の予算枠】
· 全体の予算枠の問題があるが、府として50ﾐﾘ対策は実施。危険度Ⅲが発生する河川は集中投資していくが、危険度Ⅱが発生している河川も実施していく。
委員会の進め方
· 原則、審議後に一人２分の時間をとり傍聴者が発言する場を設ける。
· 次回委員会は、平成22年7月8日を予定。
傍聴者意見
· 河川改修＋局所改修（事業費81億円）がダメな理由がわからない。

· 40ﾐﾘで住民は避難をしている。ダムを実施すべき。地元の役員と委員との対話の場がほしい。

· 流域のまちづくりとしてダム議論をしてほしい。

· 暮らし方が重要。危険なところには建築させないことが重要。

結論
· 槇尾川の治水手法比較は時間雨量65ﾐﾘの危険度での危険度Ⅱ（床上浸水以上）を解消する手法で行うが、当面の治水目標の設定においては、様々な対策の組み合わせも検討したうえで、治水手法の概算費用をもって、治水目標の設定にフィードバックすること。






